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【研究ノート】 

身体活動から女性競技者が受ける影響：女子プロレスラーの経験 

 

 

合 場 敬 子 
 

 

（要 約） 

 本稿は，女子プロレスラーがプロレスによって，どのような利益や不利益をプロレス以外の生活におい

て得ているのかを考察した。女子プロレスラーの語りを分析した結果，彼女たちは，礼儀正しさや人への

思いやり，身体的かつ（あるいは）精神的強さという利益を得ていた。さらに，闘う技能を獲得したこと

により，身体的受動性を変容させていた。利益の中では特に，レスラーたちはプロレスをすることで，多

くの女性が獲得できていない潜在能力としての身体的強さを獲得し，エンパワーメントしていた。一方，

レスラーたちの中には，プロレスをする身体を獲得したことで，図らずも男性に間違えられるようになっ

たり，かわいい服が着られなくなるという不利益を経験していた。しかし，その不利益を深刻に受け止め

るレスラーは非常に少数であった。むしろ，男性に間違えられるレスラーたちは，女性であるということ

を表示するような服装や髪形，体型を示さなければならないという日本社会のジェンダーの規範に，意識

的ではないが対抗していた。 

 

1. はじめに 

 本稿では，レスラーになってからの変化につい

て女子レスラーに尋ね，それらの変化がプロレス

以外の生活において，彼女たちに何をもたらして

いるかについて考察する。ただし筆者は，一部の

女子レスラーたちが「闘う技能」（自分の身体に対

する男性による暴力へ対抗するための身体的技

能）の獲得によって，身体的受動性を変容させて

いることについて考察してきた（合場 2008）。し

たがって，本稿では，プロレスをする身体及び闘

う技能の獲得を含めた，レスラーになってからの

変化に対して焦点を当てる。このような点を研究

する必要性は何か？ それは，スポーツに参加する

ことによって，女性たちは様々な利益をスポーツ

から得ていることが明らかになり（Granskog 2003）， 

一部の利益はスポーツという枠を超えて，女性た

ちに影響を与えていることが示されているからで

ある（Blinde et al. 1993）。日本において，女性競

技者がスポーツから受ける日常生活における影響

については考察されていない。したがって，本稿

が競技スポーツに類似した身体活動を行う女子プ

ロレスラーを対象に，この点を考察することに意

義がある。 

2. 身体活動が女性に与える影響 

 ここで検討する先行研究は，競技スポーツだけ

でなく，筋力トレーニングなども含む身体活動が，

それらの活動に参加している女性の身体活動を越

えた，日常生活や今後の人生に与える影響を，利

益と不利益の二つの側面から考察しているもので

ある。多くの先行研究は，身体活動をする女性の

身体と規範的な理想の女性身体との関係（例えば，

George 2005）（1）や，身体活動の範囲の中での利益

を主に考察している（例えば，Thing 2000）ので，

それ以外の身体活動の範囲を越えた日常生活にお

ける利益や不利益について言及している研究は少

なかった。限られた数の先行研究ではあるが，ど
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のような利益や不利益が指摘されているか検討し

ていく。 

2-1 身体活動から得られる利益 

 英語圏での多くの研究は，現実的利益と心理的

利益に言及している。現実的利益として挙げられ

ていることは，重たい荷物をトラックから難なく

降ろしたり（Scott-Dixon 2008），重たいものを運

んだりするときに他人の手助けを必要としないこ

とである（Dowrkin 2003）。 

 心理的利益には多様なものが含まれる。街頭で

暴力に遭遇しても，そこから逃げられるという自

信（Dowrkin 2003），自分の身体に力がありそれに

よって何かができるという身体的自尊心（Scott- 

Dixon 2008），人生における積極的な姿勢の獲得

（McCaughey 1997）が指摘されている。 

 また，スポーツに参加した女性たちは，三種類

の性質を得ていることを Blinde et al.（1993）が明

らかにしている。それは，自分の身体を強く，能

力があるとみなし（bodily competence），自分自身

を有能だととらえ（perceptions of a competent self），

自分の人生に対して積極的な働きかけをすること

（a proactive approach to life）である（Blinde et al. 

1993：51）。自分自身を有能だと捉えることは，さ

らに六種類の要素に分かれている。それらは，自

分に与えられた状況下を統制できる能力があると

信じること，高い自尊心，独立心，能力があり物

事を成し遂げられるという感覚，スポーツ以外の

厳しい状況を統制することができること，自己実

現の感覚である。また，自分の人生に対して積極

的な働きかけをするとは，「挑戦を求め，危険を冒

し，目標を決め，何かを達成するための戦略を立

て，自己主張することや競争的であることを心地

よく感じる能力である」（Blinde et al. 1993：54）。 

2-2 身体活動によって生じる不利益 

 身体活動は利益だけを女性競技者に与えている

のではない。彼女たちが身体活動をすることによっ 

て生じる不利益もまた存在する。まず，スポーツ

をする女性はレズビアン（女性の同性愛者）であ

るという偏見が存在するので，大学でスポーツを

やっていると言うだけで，他人からレズビアンだ

と決めつけられてしまう（Blinde and Taub 1992）。

このような偏見のため，女性競技者の中には，公

的な場所で自分が女性の集団でいるところを見ら

れないように常に注意したり，他の女性と公的な

場所で，特に抱擁したり，触れたりすることに自

覚的になっている（Blinde and Taub 1992）。他に

は，スポーツへの参加のために時間や金銭がかか

ること，家族責任との両立の難しさ，他者から特定 

のスポーツをやっていることに対して，否定的なコ 

メントをされることが挙げられている（Migliaccio  

and Berg 2007）。 

 以上の先行研究で示された利益と不利益を，女

子プロレスラーたちが経験しているか否か，また

先行研究では示されていない利益や不利益を彼女

たちが言及しているか否かを検討していく。 

3. 研究の方法 

 本稿で分析の主な対象となるのは，2004 年の春

から 2005 年の秋までの間に実施した，25 名（うち 

引退者 3 名）の女子プロレスラーのインタビュー

である。ただし，インタビュー前後のレスラーの

観察，レスラーと会話，試合会場でのレスラーの

観察，女子プロレス団体の歴史や団体内の力関係

などの知識に照らし合わせて，有効だと思われる

語りだけを使って，総合的に分析している。 

 インタビューは半構造化インタビュー（質問内

容はあらかじめ決まっているが，対象者の話の展

開を尊重し，その話の流れに沿って，質問の順番

を変えるインタビュー方法）で実施した。インタ

ビューは，一人あたり2時間から3時間に及んだ。

インタビューは，プロレス団体に入団する以前か

ら現在までの人生において，身体の変化やプロレ

スの経験について質問した（2）。分析において，多

くの質問に対する女子プロレスラーの語りを使っ

ているが，特に本稿に関係する質問は以下のもの

である。 

1) レスラーになった後，日常生活での行動や

服装の変化はありますか？ 

2) プロレスラーになってから，強くなったと
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思いますか？ 

3) プロレスをやる前はわからなかったこと

で，プロレスから学んだことは何ですか？ 

 インタビュー内容は録音し，専門家にテープ起

こしを依頼し，録音内容とテープから起こされた

文書データとの一致を筆者が確認した。データ収

集過程で，筆者以外が行ったのは，テープ起こし

のみである。 

 インタビューした当時現役だった女子プロレス

ラーのキャリアは，10 年以上が 6 人，6 年以上 9 

年以下が 10 人，そして 1 年以上 5 年以下が 6 人と

なっている。彼女たちの年齢は 20 代が最も多く 

 17 人で，30 代は 5 人であった。引退したレスラー 

 3 人は，すべて 30 代であった。尚，以下登場する

女子プロレスラーの名前はすべて仮名で，最初は

姓名で表示し，2 回目以降姓のみで表示している。 

4. 研究結果 

 インタビューの結果，レスラーたちはプロレス

から利益や不利益を得ていることがわかった。ま

ずレスラーたちがプロレスをすることによって得

た利益から述べていく。尚，レスラーたちは自分

の身体を「体」と表現しているので，彼女たちの

語りの内容を示している部分は，「身体」ではなく

「体」という語を使っている。 

4-1 新人レスラーの経験 

 1994 年の対抗戦の時代まで，多くの女子プロレ

ス団体は，入団したての練習生を底辺に，概ね団

体内での所属年数の長いレスラーほど頂点に近づ

くという序列的な世界を形成していた（3）。プロデ

ビュー前の練習生は厳しい練習を，プロデビュー

後の新人レスラーは，厳しい練習に加えて，団体

や先輩のための雑用をこなし，先輩との序列的な

関係を耐えることが当然とされていた。ここでは， 

4-2，4-3 で現れるレスラーたちの語りの背景となっ 

ている新人レスラーの経験を簡単に説明する。 

 入団した新人は練習生と呼ばれる。彼女たちは，

プロレス特有の受け身や技の練習を最初からでき

ないので，入団して数ヶ月は「基礎体」（基礎体力

づくりの略）に時間が割かれる（亀井 2000）。基

礎体力がついてくると，受け身（相手の技を受け

たり，自分で技を掛けた時に受ける衝撃を和らげ

る体勢）の練習とロープワーク（ロープを使った

動き方），技の練習へと移行していく。そして，ス

パーリングを行い，プロテストに備えてゆく。プ

ロテスト合格後，さらにデビュー戦に向けて，実

践練習を積み重ねる。 

 練習生は「基礎体」をこなすことから始める。

受け身の練習が始まるまでは，ほぼ一日中，基礎

体をやらなければならない。基礎体の中身は，一

般的な筋力トレーニングのメニューで，ブリッジ，

腕立て，腹筋，スクワットである。入団前に長い

スポーツ歴を持つ練習生以外の者たちは，基礎体

の練習の大変さを語っている。雪下桐子も基礎体

の練習は大変だったと言う。彼女が，最初にすご

く覚えているのが初日の練習である。練習第一日

目，先輩に挨拶して緊張していた。そしたら，「じゃ 

あ，おまえらスクワット 500 回ねって言われて，

なんか，はぁ？みたいな。今，なんて？」と思っ

た。その数に耳を疑いつつも，やるしかなかった。

スクワット 500 回という信じられない練習が毎日

続くのだろうかとぼんやり思っていたら本当に毎

日続き，足が動かなくなったりした。基礎体で全

身が筋肉痛になり，思うように体が動かせなく

なった。練習生のころ，3 階建ての寮の 2 階が自

分たちの部屋だった。筋肉痛がひどくて，階段を

まともに上がれず，「這（は）って，上（のぼ）っ

たり（笑い）下（おり）たりして」いた。松原も，

「無理でもこう無理やりこう頑張ってやるってい

う感じだったので，・・・全身が筋肉痛になって，

もう，座ったり，トイレとかが大変だったりとか， 

最初の一週間はすごい（ママ）つらかったです」

と語る。桜井も基礎体で筋肉痛になった。しかし， 

次の日も次の日も同じ練習が続く。彼女は「いつ

になったら，これは，治る暇があるんだろうと

思っ」たと言う。 

 早い人で，三カ月くらいたつと，団体によるプ

ロテストを受け，晴れてプロレスラーとしてデ

ビューすることになる。プロとして試合に出られ

るようになる一方で，プロレス興業を行うための
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様々な雑用が命じられることになる。さらに，そ

の仕事を通じて先輩との接触が始まる。三原によ

ると，プロテストに受かる前も，リング作りとプ

ロレス会場での売店の仕事（団体のパンフレット

やレスラーのサイン入り色紙などを売る仕事）は

できるが，レスラーの控室に入ることや先輩と話

すことはできないという。なぜなら「プロ前って

いうのは，プロレスラーじゃないから。・・・仲間

として扱ってもらえない」のだ。 

 プロデビューした新人レスラーには，セコンド

という仕事が加わる。セコンドの仕事にはレス

ラーの控室を設営し，特定のレスラーに付き添っ

て，控室からリングまでの誘導，選手の衣装の管

理，試合中の応援，凶器がある場合はその受け渡

し，場外乱闘の場合は客をどかすなどが含まれる。 

 クラッシュギャルズ（長与千種とライオネス飛

鳥が結成していたタッグチームで，1983 年から 

1989 年まで継続）が活躍していた時代から対抗戦

までにセコンドを経験したレスラーの多くが，控

室の設営には細かい仕事が多かったと語る。控室

が 1 階の場合などは，外から覗かれないように，

窓などに新聞などを張り付ける。先輩レスラーの

荷物を移動のためのバスから下ろし，衣装を取り

だす。さらに，対抗戦時代の全日本女子プロレス

（全女）では「控室袋」というものがあり，必要

なものが入っているか確認し，持参する。その袋

から，控室の決まった場所に，ティッシュやドラ

イヤーを置き，先輩ごとに座る位置などを決めて

いた。松原によると，このやり方は，対抗戦以降

の他の団体では簡素化されてきているという。 

 控室からリングまで誘導する場合も，特定のレ

スラーが登場する前の試合を注視し，リングアナ

ウンサーが試合中に時間経過を言うたび（5 分， 

10 分，20 分などが多い），何度もそのレスラーが

いる控室に走っていき，試合開始からの経過時間

を伝えなければならない。それを聞いて，次のレ

スラーが自分の出番に備え準備ができるからだ。 

 セコンドは先輩の衣装の管理にも気を使わなけ

ればならない。衣装を何着も持っている先輩の場

合は，今日は何を着るのかを確認して準備する。

さらに，先輩レスラーがリングに上がって，名前

を呼ばれ颯爽とガウンを脱いだら，桑名によると

それを高級家具を扱うかのように丁寧に畳まなけ

ればならない。試合が終わったら，先輩が着た衣

装を洗うのもセコンドの仕事である。 

 自分が出る試合に加えて，このようなセコンド

の仕事をプロデビューした新人はこなしていかな

ければならない。一所懸命やっても，先輩の要求

水準に到達せず，先輩にいつも怒られていたと多

くのレスラーたちは語る。「衣装を汚く置いたとか，

衣装引きずってたとか，・・・（セコンドは大きな

声で応援しなければならないのに）声を出してな

かったとか。（何をするにも走ってしなければなら

ないのに）疲れて歩いているところを見られたと

か」（三原）などあらゆる事で怒られていた。しか

し，相応の理由があって叱責される以外に，先輩

からいじめを受けて，やめていく新人も多かった

と南優子は語っている。先輩からいじめや理不尽

な扱いを受けたことをはっきりと語るレスラーは

少なかったが，倉田みどりは唯一，理不尽な体罰

を受けたことを語った。移動するバスの中で，あ

る先輩がバスの一番奥にいて，通路に新人を並ば

せて説教をしていた。彼女はその先輩から最も遠

い位置に立っていたので，先輩の話が実は全く聞

こえなかった。聞こえないと先輩に言うこともで

きないので，「はい，はいってこうみんながお辞儀

するのに合わせて」，彼女もちょっと列から体を乗

り出して，頷く仕草をしていた。すると，彼女の

横にいた先輩が「おまえ今話聞いてないのにうな

ずいてただろうって言われて，すいませんっつっ

たら，靴で顔面ばあーんって蹴られて鼻血がば

あって出た」。その時は，「私そんなに悪いことし

てない。じゃあ，どうやって話聞くんだよっと思っ

て。それはすごい（ママ）理不尽と思」ったと言

う。 

 なぜこのような理不尽なことが先輩によって行

われるのかというと，女子プロレス団体の中では，

先輩の言うことは絶対的に正しく，「先輩が・・・

白い物でも黒だって言ったら黒なんですよ」と，

インタビューの時に机を叩きながら南が強調して

いた。このようなやり方を，南が所属していた団

体の経営者も黙認していたという。なぜなら，有
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名レスラーも，入団した頃は厳しい序列的な関係

を耐えて，スターになったのだから，新人は苦労

して当然だという考えだったと南は語っている。 

 先輩が桑名真希の足を踏み，本来は先輩が悪い

のに，桑名の方が「すいませんってゆっちゃう」。

このように，先輩は絶対的な存在なので，先輩へ

の態度や言葉遣いにはとても気を使っていたとい

う。先輩への言葉遣いが悪いと，ミーティングで

先輩から，「言葉遣い悪いって怒られ」た。 

4-2 礼儀正しさと人への思いやり 

 前節で記述したような厳しい先輩，後輩の序列

的な関係を生き抜くことから，レスラーたちが得

ていたのが礼儀正しさである（4 人のレスラーが 

言及）。名取涼子は「結構礼儀正しいとか言われる

のは，プロレスのおかげ・・・だなって思います

ね」と語る。桑名は，新人の頃，言葉遣いが悪い

と怒られたことを今になって思い出すと，なんで

あんなことで怒られなければならなかったのかと

反発も覚えるが，厳しくされたおかげで，プロレ

ス界以外の普通の人と接する上でも役に立ってい

ると思う。だから，プロレス界に身を置くことで

礼儀正しさを身につけることができて，今は「そ

れはすごい（ママ）良かったなと思う」と語る。

金沢もプロレス界で身に付けた礼儀正しさやキャ

リアが長い人に対する丁寧な態度が，今の職業で

も評価されていると語っている。実際，レスラー

たちにプロレス会場で出会うと，何時も元気な声

で筆者に挨拶し，インタビューの前後も丁寧に挨

拶をしてくれた。 

 礼儀正しさの他に小田切麻帆が得たものは，「人

のありがたみ」だという。先輩にはいつも敬意を

払わなければならず，かつ厳しく指導される関係

だったので，それが嫌になることもあった。しか

し，そのような中でも，自分の相談に親身になっ

て乗ってくれたり，自分が落ち込んでいると励ま

してくれたりする先輩もいた。このような先輩の

存在を三原も指摘していた。2004 年のある試合で

三原は，長くプロレスをやっているが，「一度だけ

プロレスを辞めたいと思ったことがありました。

その時根津（仮名）さんが自分を守ってくれまし

た」と，彼女の試合後，リングの傍にいた，三原

のかつての先輩だった根津さんに感謝の気持ちを

伝えていた（筆者のフィールドノートより）（4）。 

 小田切は，三原にとっての根津さんのような先

輩から思いやりをかけてもらったので，今度は自

分が人に思いやりをかけることを学んだ。「上か

らそういうふうにやられたので，あたしも下には

そういうふうにやってあげたい」と思うように

なった。 

4-3 身体的な強さと精神的な強さ 

 レスラーたちはプロレスをすることによって強

さを得ていた。その強さは身体的な強さ，精神的

な強さ，その両方の三つのカテゴリーに分けられ

る。多くのレスラーは，三つのカテゴリーのどれ

かに分類されるが，北山だけは三つのカテゴリー

のすべてに分類されている。 

 

重たいものは何でも来い 

 プロレスラーたちが身体的な強さとして挙げて

いることは，重たいものを運べるようになったり， 

さらにそれで人の役に立てたことである（6 人の 

レスラーが言及）。 

 西村玲は以前所属していた団体にいた時，新人

レスラーだったので，4-1で記述したように，先輩 

の荷物をたくさん肩に担いで運んでいた。そのた

め，どんな重たいものでも自分の肩に掛けて歩け

る，という自信を持っている。「ここに，もうなん

でも来いみたいな。こんなのは，歩けるぞー，み

たいな感じ」だ。また，倉田みどりもレスラーに

なってから荷物を運ぶのが機敏になったと語る。

例えば，車に積んである重たい荷物を手際よく降

ろさなければならない時に，レスラーが 2，3 人い

ると手際よく降ろし，それを早く運ぶことができ

る。これはまさに，「プロレスで・・・鍛えられた

おかげだな」と思う。「やっぱ，でも荷物持つのは

普通の子より持てる」。そのため倉田の実家では，

父親に代わって彼女が主に荷物を運んでいる。そ

んな時，レスラーで良かったと思う。 

 泉早苗は，女友達と，買い物とかバーベキュー

とかに行くと，自分のところに自然と重たいもの
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が回ってくるので，それを持ってあげていると語

る。女友達からは「男の子と買い物してるみたいっ

とかよく言われます」。香坂真実は，レスラーに

なって普通の女の子よりは力が付き，重いものを

より運べるようにはなったと思う。ある時，「外人

のおばさん」が地下鉄の入り口で，多くの手荷物

を抱えて，階段を降りようとしていた。荷物が，

「すっごい重そうで，大変で，それをなんか，手

伝ってあげて，下までよいしょっよいしょって運

んだらそのおばさんがびっくりして，あっ，アン

ビリーバボーみたいな」ことを言っていた。 

 北山佐和子は，二，三年くらい前に受けた，ホー

ムヘルパー二級の資格を取るための病院での実習

で，高齢者にひとりで対応させられた。一緒に実

習に行った友達は，看護士が一緒に付き添って実

習していたのに，自分には看護士が「北山さんは

○○さんやってくれる」と当然のようにひとりで

まかされた。そうやって「頼られると，やっぱ，

やりがいがあるし。お年寄りも，やっぱ体おっき

いと安心してくれる」と思う。このことで，レス

ラーとして体を鍛えていて良かったと思う。 

 桑名は力持ちでよかったと語っている。一人で

買い物に行き，たくさん買って荷物が重くなって

もだれの助けも必要としない。普通の女性だった

ら持って歩けないだろうから，自分は力があって

よかったと思う。また，パチンコをした後，パチ

ンコの玉がぎっしり入った籠を四つ，普通に持っ

てパチンコ店の中を歩いていたら，「ゆってくれれ

ば持ちますのにー」と言いながら，慌てて店員さ

んがやってくる。この時も力があってよかったと

思う。 

 重たいものが軽々と持てるのは，西村が述べて

いるように，新人レスラーの時の訓練のたまもの

である。新人レスラーは，長時間の筋肉トレーニ

ングをして基礎体力をつける。その上，プロレス

興業の時は，先輩の荷物を担ぎ，巡業用のバスへ

の荷物の上げ降ろしをする。また，重たい鉄柱や

木の板を数枚重ねて担ぎ，リングの設置や解体を

何回となく繰り返す。これが，レスラーたちの荷

物を運ぶことの自信につながっている。 

精神的に強くなった 

 一方で，6 人のレスラーが，精神的な変化を指

摘し，その中でも 5 人のレスラーが，精神的に強

くなったことを指摘していた。山本好江は，レス

ラーになってから精神的に強くなったと語る。そ

れは，嫌なことがあっても，それをリングに持ち

込まないようになったからである。しかし，どん

な職業に就いている人でも，長く仕事をしている

と，私的な感情を仕事に持ち込まないようになる

と予想できる。したがって，この点は，プロレス

という職業からの独自の影響とは言えない可能性

がある。 

 北山は，プロレス界に入る前は気が弱かったと

思うが，この世界でもまれて，気が強くなったと

思う。それも，周囲から気が強いといわれていた

同期レスラーに，負けないぐらい気が強い自分を

発見した。その事に自分でも驚いている。東は，

プロレスラーになる以前は引っ込み思案だったが，

プロレスラーになってから挑戦する姿勢がでてき

て，明るくなったと語っている。 

 飛石さやかは，レスラーになってから人付き合

いがうまくなったと考えている。もともと人見知

りをする性格だった。そして，レスラーになる前

は，嫌なことがあるとそれを顔や態度に出してい

た。しかし，4-1 で述べたように，プロレス団体に 

入って，先輩との上下関係に組み込まれたので，

先輩を立てたり，先輩との関係で嫌なことがあっ

ても自分の感情を抑えることを学んだ。結果的に，

嫌な事に対して我慢強くなり，「前は我慢できな

かったことが今は全然我慢できる（ママ）」ように

なり，「それは良かった」と思っている。桜井真澄

も，4-1 で述べたような新人時代の厳しい練習も

あるが，それ以上に，やはり 4-1 で言及した先輩

との厳しい上下関係に耐えることで，現在つらい

ことに直面しても，いままでのつらい思い出を振

り返り，「昔のほうが大変だったから大丈夫」と考

えられると語る。 

 他のレスラーとは異なり，神川富子は，精神的

な強さではなく，精神面での変化を指摘する。彼

女は自分の感情が激しくなったかもしれないと語

る。プロレスをするようになってから「やっぱり
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負けたときは悔しいとか，勝ったときはうれしいっ 

て」気持ちを強く持つようになった。プロレスを

やるまでは，激しく喜んだり，激しく悔しいと思

うことがなかったと思う。 

 

体の強さと気持ちの強さ 

  3 人のレスラーは，自分が得た強さを，精神的

側面と身体的側面で分けて語っていた（松原美夏，

坂本，葉山）。北山は，身体的な強さと精神的な強

さを結び付け，自分の強さとして表現はしていな

かったが，上述したようにプロレスをすることに

よって二つの強さを得ているので，このカテゴ

リーにも分類される。 

 松原美夏は，受け身を取れる体の強さに加えて，

気持ちの強さが合わさって，自分は強くなったと

思うと語る。レスラーになる前だと，「もう投げら

れただけで多分もう起きあがれなく」なっていた

と思う。レスラーになった今は，力を加えられて

もうまく力を逃がすことができるし，受け身を習

得したおかげで，階段から落ちても「頭も打たな

かったし，骨折もしてない」と語る。このような

体の強さに加えて，気持ちの強さが，体に加わっ

た痛みに耐えられるようにしている面もあると語

る。この気持ちの強さは，4-1 で述べたような，

新人時代の雑用や先輩との序列的な人間関係を耐

えることで，簡単に物事を無理だとあきらめなく

なり，やりぬくことで培われたと思う。松原は，

気持ちの強さと体の強さが二つ合わさって，自分

の強さになっていると述べている。 

 坂本由美子も二つの強さを語っている。彼女は

まず精神的に強くなったと思っている。それは，

「やりたいと思ったことは絶対やり通す」という

ところである。この言葉には，彼女が様々な紆余

曲折を経てながらも，プロレスラーに成る夢を最

終的に成就したことを指すと思われる。一方で身

体的には，普通の人よりは体力はあると思ってい

る。その証拠に，「エスカレーターよりも・・・階

段を選んで，・・・ピョピョンっとこう上がってく。 

そういう・・・自分を見て，ああ，まだまだ大丈

夫かなと思う」。 

 葉山理恵は，プロレスができるようになったこ

とで，すごく自信を得たと語る。体は強くなった

し，精神的にも強くなったので，両方の側面から

自信を得ている。精神的な側面では，プロレスラー 

になる以前，自分は，何か失敗や挫折があると，

すぐ部屋にひきこもってしまうような子供だった

が，レスラーになってから，失敗しても簡単にあ

きらめなくなった。がんばれば結果はついてくる

と思えるようになったと語っている。 

4-4 身体的受動性の変容 

 筆者は 2008 年の論文（合場 2008）で，女子プ

ロレスラーが，プロレスにより闘う技能（自分の

身体に対する男性による暴力へ対抗するための身

体的技能）を獲得することで，自らの身体的受動

性（他人に対して穏やかに接し，相手を不快にせ

ず，自分の身体に対する侵害に対して受け身であ

ること）を変容させているか否かを考察した。 

 分析の結果，レスラーの一部は闘う技能を獲得

することによって，身体的受動性を変容させてい

た。闘う技能を暴力への対応に直接使っているレ

スラーはごく少数だったが，痴漢に言葉で対峙し

たり，痴漢にあっている女性を情緒的に力づけた

りするレスラーが存在した。また，痴漢や男性か

らの暴力に遭遇したことはないが，闘う技能の獲

得によって，暴力に遭遇した場合に対抗できると

いう自信を獲得しているレスラーも認められた。 

 このようにレスラーたちは，プロレスをするた

めに団体に所属し，プロレスをすることで，礼儀

正しさや人への思いやり，身体的，精神的強さを

得ていた。さらに，身体的受動性を変容させて，

日常生活で遭遇する暴力に対抗したり，対抗への

自信を得ているレスラーがいた。次に，レスラー

たちがプロレスをすることによって被っている不

利益について検討する。 

4-5 かわいい服との決別 

 ここで言う「かわいい服」というのは，洋服に

かわいさが具現化されているものである。かわい

さとは，「親しげでわかりやすく，容易に手に取

ることの出来る心理的近さが構造化されている」

（四方田 2006：76）ものであり，具体的には，
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小さいものや幼げなもの（少女的なもの），懐かし

いものは，「かわいい」と認識される（四方田 2006）。 

したがって，本稿でかわいい服というのは，形状

が小さいものや，幼げな要素や懐かしい要素を

持っている服を意味する。 

 レスラーになってからの服装の変化について言

及した 22 人の内，レスラーになる前の洋服の好み

が，インタビューからは特定できなかった者が 9

人，かわいい服に関心があった者が 9 人，かわい

い服には関心がなかった者が 4 人だった。かわい

い服に関心があるという意味は，常にかわいい服

を着ているという傾向だけではなく，普段はくだ

けた格好が好きでそのような格好が多いが，時に

かわいい服を目にすると着てみたくなるという傾

向も含んでいる。かわいい服に関心がなかった 4 

人は，男っぽい格好（南），ボーイッシュな格好（小

田切），スカートをはかない（桜井，坂本）という

好みである。 

 レスラーになる前の洋服の好みが特定できた

13 人のレスラーの中で，レスラーになってから洋

服の好みが，かわいい服装からそうでない服装に

変化したり，逆に，かわいい服装ではないものか

ら，かわいい服装に変化したと語ったレスラーは

皆無だった。かわいい服は女性向けに製造されて

いることが多いので，多くの女性が着るサイズに

身体が合わないと，かわいい服が着られないとい

うことになってしまう。レスラーたちは筋肉と脂

肪をつけ，その目指す身体のありかたは少なくと

も「痩せた」身体を目指す方向ではない（合場 

2007）。したがって，基本的な洋服の好みは変化し

ていないが，レスラーの身体を獲得したことで，

かわいい服が物理的に着られなくなり，他の服装

に変わったことを語るレスラーが多かった。 

 

かわいい服が入らない 

 レスラーになる前から，かわいい服に関心が

あった名取は，レスラーになってから体が大きく

なったため，普段女の子が着るようなかわいいＴ

シャツなどは，着られなくなったと語る。無理に

着るとＴシャツがピチピチに引っ張られてしまう

からだ。インタビューの時の彼女の服装は，灰色

の綿素材で作った，フードつきのトレーナーに，

水色のパンツと黒いスニーカーというカジュアル

なものだった。 

 西村もレスラーになってから，かわいい服が着

られなくなったと話す。ラフな格好は好きだが，

かわいい服にも目がいくことがある。 

 

（かわいい服を自分の体に）あててみたら・・・自

分の体がはみ出てるんですよね。悲しいと（笑い）

思うんで。なんでこんなにいつもちっちゃい服ばっ

かり作るんだよって（笑い）。むかついてんですけど。 

 

西村はかわいい服に自分の体が入らないことを

「悲しいと思う」と言いながら，笑っている。そ

れは，レスラー以外の女性はこんなに体を大きく

しないから，服は小さくても構わないので，レス

ラーである自分が着られないのは当然と考え苦笑

しているように思われる。かわいい服が着られな

いことを深刻に考えているのではなく，レスラー

をやっている以上「仕方がないこと」と捉えてい

る。インタビューの時は 2 回とも，彼女の基本的

なスタイルは同じだった。ブラウスの下にタンク

トップを着て，下はパンツだった。かわいい服で

はなく，カジュアルな服を着ていた。 

 松原もレスラーになってから，着られる服が制

限されてきた。普通の洋服店の一番大きいサイズ

ならなんとか入るが，サイズが合わないので着ら

れない服もある。また，ジーンズは，ウエストに

合わせて買おうとすると，太股がひっかかって入

らない。太股に合わせて買うと，ウエストが大き

すぎて格好悪くなってしまう。しかし，この様な

状態を「レスラーっぽくて」嫌な反面，レスラー

やっている以上しょうがないと松原は思っている。

そのかわり，一旦レスラーを辞めたら自由に洋服

が着られると思っている。それに，松原の場合は

全く市販の婦人服が入らないわけではないので，

その中で着られる服を着ればいいと思っている。 

 インタビューの時の彼女の服は，黒いタンク

トップに黒の V 字のカーディガン，その下はジー

ンズというもので，これ自体はかわいいものだと

は思えなかった。しかし，もともと彼女の身長は
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レスラーとしては低く，筋肉や脂肪がたくさん付

いているようには見えない体型と，洋服以外の所

での装いでかわいらしさを追求しているように見

えた。例えば，髪を金色と茶色に染め，肩ぐらい

に伸ばし，その毛先がわざと不揃いにカットされ

ていた。胸元には，星の形のペンダントヘッドが

付いた，シルバーのネックレスを着け，ルイ・ビ

トンのショルダーバッグを持ち，右手に縦長の大

きな指輪をはめていた。化粧をし，手にピンクの

マニキュアを，足に同じ色のペディキュアを塗っ

ていた。 

 レスラーになる前からかわいい服に関心があっ

た 9 人のレスラーのほとんどは，かわいい服が着

られなくなったことにあまり執着していなかった

が，最もそのことに拘りをもっていたのが市川昭

子だった。彼女は，はっきりと，「一応は，かわい

らしい服着てみたいっていう願望はある」と語る。

しかし，自分の体型に合うかわいい服のサイズが

ない。かわいい服を試着するとき，自分の体が大

きいので洋服が肘で止まったりする。そのことを

西村と同じように「悲しい」と表現する。かわい

いと思う服が入らないので，自分の体に合う服と

いうことになると，「どうしても腕が通るものとか，

ラフなものばっかり着ちゃうんですよ。ジーパン，

短パンとか。Ｔシャツとか」になってしまう。現

実には，レスラーをやっている以上，筋肉や脂肪

を体につけなければならないので，かわいい服を

着ることは市川にはできない。したがって，せめ

て，かわいくなくても，「ある程度はちゃんとしな

きゃ」と考えている。それは，下記の市川と他の

レスラーとのやりとりから，垣間見ることができ

る。 

 

ブーツ履いたときにチャックしまんないんだよって

会話を（他の選手と）するんですよ（笑い）。（他の

選手は）ブーツ履くほうがおかしいやんってゆうん

ですけど。いや，だって履きたくない？ってゆう

か，・・・レスラーはレスラーのがたいであっていい

んですけど，人から見られる職業なんで，やっぱり

いろんな意味の身だしなみって，必要かなーって 

 

しかし，実際は，「ほとんど，楽，楽（らく，らくー）

な格好で，出入り（ではいり）しちゃうんですけ

どね，いろんな所を」と語る。インタビューの時

も，1 回目はＴシャツにだぼっとした黒い短パン

をはいていた。2 回目は，ジャージの上下だった。 

しかし，2 回とも，彼女の茶髪の髪はきれいにな

でつけられ，眉毛の形は整えられ，少し光る薄い

ピンクの口紅をしていて，だらしない感じは受け

なかった。彼女は，インタビューで語っているよ

うに，できる範囲で身だしなみを整えていた。こ

れは，合場（2008）の中で語っているように，レ

スラーとしても，人に憧れられる存在にならなけ

ればという意識から，見だしなみに気をつけよう

としていると解釈できる。 

 次に，レスラーになる前の好みに関わらず，市

販の女性服が入らなくなったレスラーたちが，ど

のように自分の装いの問題に対応しているかを検

討する。 

 

かわいい服に代わる装い：人に見られても恥ずか

しくない格好 

 市川と同じように，レスラーであることを日常

生活でも意識して，服装に気をつかっているレス

ラーに，葉山と桑名がいる。この二人はレスラー

になる前の好みは不明であるが，レスラーになっ

てから服装を変更せざるを得なくなっている。 

 葉山もレスラーになってから体が大きくなり，

市販の婦人服が入らない時もあったが，それでも

大きいサイズの店を探して，女らしく装うように

したという。また，団体での自分のレスラーとし

てのキャラクターは，「大人の色気」を意識したも

のになっているのに，お客さんが「普段男らしい

格好」をした自分をみたら「ちょっとさめる」と

思うので，そのイメージを崩さないように日常生

活でも女らしい服装をしている。 

 女らしい服装を心がけている理由のもうひとつ

は，かつて団体の男性コーチだった音山氏（仮名）

から，「女子レスラーはリング上では男でいろって。 

普段は女でいろってゆうんですよ。女を忘れたら

女子レスラーじゃないって。絶対普段はおしゃれ

をしてなさいって。女らしくいなさいって」言わ
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れたからである。入団してからは暫く，ジャージ

で街を普通に歩いていた。音山氏に言われてから，

普段もなるべく小奇麗な格好をするようにしてい

る。実際，インタビュー時も，ロングスカートを

履き，女らしい格好をしていた。 

 葉山のようにしたくとも，実際大きなサイズの

婦人服でも入らないレスラーの場合は，女らしく

装うことには限界がある（5）。これを他の方法で解

決したレスラーが桑名だった。 

 彼女も以前は，スウェットのような「貧乏くさ

い格好」をしていたが，アメリカでプロレスをやっ

てから，「いつ人に見られてもいい格好にしなきゃ 

いけない」と思い，形は「シンプルだけどー，生

地がいいものにしたり」するようになった。なぜ

なら，桑名によるとアメリカのプロレス界では，

プロレスがパフォーマンスとして広く認識されて

いるので，レスラーも芸能人と見なされている。

芸能人は人々から憧れる存在であるので，日常生

活でも人々の夢を壊さないような格好が求められ

ているという。また，日本では体が大きくなると

着る服がなくなり，おしゃれができなかったが，

アメリカでは大きなサイズがあるので選択の幅が

あると語る。 

 インタビューの時の彼女の服装もシンプルなも

のだった。髪は肩ぐらいまで伸ばし，金髪に染め

ている。長袖のＴシャツに，赤いウインドブレー

カーのようなジャケットをはおり，側面に水色の

別布が付き，その上に線が 3 本ぐらい入った，パ

ンツを履いていた。彼女の言うように生地がよい

ものかどうかは，筆者にはわからなかった。 

 桑名は日常生活では基本的に「自然体」でいる

が，一方でどこかで自分がレスラーであることを

知っている人に見られているかもしれないという

ことも心に留めている。このように考えるように

なったきっかけは，以前 UFO キャッチャーで獲

得したぬいぐるみを抱え，ソフトクリームを食べ

ながら自宅の近所を歩いていたら，不意にレス

ラーとしての自分を知っている人から声をかけら

れ，恥ずかしい思いをしたからであった。 

 

かわいい服に代わる装い：男物の服やジャージ 

 レスラーになる前の好みにかかわらず，市販の

婦人服が着られなくなったレスラーたちは，現実

的な選択肢として，男物の服（5 人）あるいは 

ジャージを着るようになっている（4人）。 

 鶴崎由佳は体重が 70 キロ台になってから，市販

の婦人服が入らなくなった。もともと「女の子っ

ぽい格好をしたい」とは思っておらず，むしろボー

イッシュな格好がしたかった。しかし，ボーイッ

シュな格好でも婦人服は自分には小さいので着ら

れない。そこで結局男物の服を着ている。インタ

ビューの時も，ボーイッシュな服装をしていた。

彼女の髪は短く，茶色に染められていた。紺色の

Ｔシャツの中央に，アイスホッケーのゴールキー

パーがかぶる防御マスクのような白いプリントが

してある。下は，ゆったりしたベージュの短パン

で，白いスニーカーを履いていた。ただし，筆者

は彼女の身につけているものが男物だと認識はで

きなかった。東，鶴崎，北山は現実的に男物の服

しか入らないので選択の余地なく着ているが，小

田切と飛石は男物を着ることにむしろ満足してい

る。 

 小田切はレスラーになる以前からボーイッシュ

だったが，レスラーになってから，さらにボーイッ

シュになった。前にも増してボーイッシュになっ

たのは，男物の服を着るようになったからである。

普通の女性のジーンズは，太股が入らない。Ｔ

シャツも胸のあたりが「むちむちに」なる。これ

は多分，胸筋が鍛えられて筋肉がついているから

だと思われる。このように，婦人服は体に合わな

いものが多いが，男物だと何でも着られるのでよ

く着るようになった。女物が入らなくて寂しいと

いう気持ちはない。なぜなら，もともとスカート

は絶対に履かなかったからだという。 

 インタビュー時の彼女は，ライトグレーの野球

帽をかぶっていた。色が白くて痩せていて，ひょ

ろ長い体型である。髪はショートカットで，金色

と茶色で染めていた。シルバーのネックレスをし， 

耳にピアスをしていた。オランダの木靴のように

膨らんだ白いスニーカーのような靴を履いていた。

赤いジャージの上着にパンツを穿いていた。全体
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的な印象として，小田切が表現したようにボー

イッシュな印象を受けた。 

 レスラーになってから服装に変化があったと指

摘するのは飛石だ。入団する前は，いくら体が大

きくても，男物を着るのは「自分の中で嫌だって

いう意識があっ」たので，女物を着ていた。しか

し，レスラーになり，先輩から「メンズ物」のお

下がりをもらうことが多くなり，それを着ている

うちに服装がボーイッシュになってきた。その影

響で，そういったボーイッシュな恰好が今度は好

きになってきた。今では女物は探さず，最初から

男物を探すようになった。女物はサイズが小さい

ので入らないが，男物の方がデザインが豊富だか

らだ。女物から，「おっきくてかっこいい服が好き

にな」ったと語る。 

 彼女はインタビューの時に，白い文字が入った

黒いトレーナーに，濃い紺色のジーンズを穿いて

いた。靴はスニーカーで，ショルダーバックを持っ

ていた。筆者は彼女の服装をカジュアルに思った

が，それが男物だとは認識できなかった。 

 男物の服を着る他に，何人かのレスラーは生活

のほとんどをジャージで過ごしている。レスラー

になる以前，神川は，女の子だからかわいい服が

着たいと思ったりしたが，松原も言及しているよ

うに，ジーンズでさえもサイズが合わない。さら

に，道場に練習に行くのに片道自転車で 1 時間 30

分かかる。そこで練習をして，また自転車で帰る。

そのような生活なので，ジーンズよりもジャージ

の方が楽で機能的なのだ。また休みの日も出かけ

ないので，私服を着る機会もない。このように，

かわいい服を着る機会がないし，ジャージの生活

が機能的なので，かわいい服を着られないことに

特に不満はない。インタビューの時も，黄色の

ジャージの上下だった。 

 山本もレスラーになってから，ほとんどジャー

ジで生活するようになったと語る。実際，インタ

ビューの時も，道場での練習直後に行ったという

こともあり，ジャージの上下を着ていた。 

 

ジャージが正装っていうか，ジャージが普段着でも

あり，なんでもジャージ着てますね。家でも，ちょっ

と古くなったジャージを着てて（笑い），外へ出ると

きは，外に出るなりのジャージに着替えて，で，

ジャージなのに練習するときには練習用のジャージ

がまたあって，常にジャージを着てるかもしれない。 

 

なぜジャージの生活になるのか？ それは「動きや

すいから」だと言う。動きやすい服装が求められ

るのは，練習も試合もない非常に限られた時間を

除いて，一日の生活がプロレス中心で動いている

からである。また神川と同じように私服を着る時

間もあまりないからである。ここで面白いのは，

本人も語っているように，同じジャージという種

類だが，新しいジャージは外出したり，プロレス

会場に入る時に着て，お古を練習の時や家で着て

いるところである。ただし，人に会うときには，

ジャージではなくジーンズを穿くという。人の目

ということを全く無視してはおらず，ある程度意

識している。 

 里中亜希はプロレス界に入ってから，ジャージ

で過ごすことが多くなり，そのことを女らしくな

いと感じている。しかし，それを深刻に考えては

いない。忙しい時間をやりくりするためには仕方

ないと割り切っている。ジャージで過ごすことで，

自分の女らしさが脅威に晒されるようなことはな

いと里中は考えている。神川や山本は，ジャージ

で過ごすことを女らしさとの関係で捉えてはいな

かったが，里中は意識の中に，女らしさとジャー

ジで過ごすことを対立するものと捉えていた。し

かし，ジャージで過ごす実利の方を，ジャージで

過ごさないことで表現される女らしさよりも選択

していた。インタビューの時は，雪が降っていた

ので，ジャージではなく，黒のジーンズのような

ものを穿いていた。 

4-6 男性に間違えられる 

男性と認識される特徴 

 8人のレスラーが男性に間違えられた経験を語っ 

た。自分たちが男性に間違えられたのは，特定の

特徴を持っていたからだとレスラーたちは語って

いる。短い髪を指摘したレスラーが 6 人，楽な格

好（Ｔシャツにジーンズの格好）が 5 人，大きな
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体が 3 人であった。レスラーの回答は複数の種類

に言及しているものがある。 

 まず，短い髪には後ろを刈り上げるヘアースタ

イルも含まれている。北山は新人の頃，自分の髪

の手入れをする暇もないくらい忙しかったので，

髪の毛を短くし，さらに刈り上げていた。そのた

め男性に間違えられたと語る。女子プロレスラー

は新人の頃，長時間の練習，団体の雑用をこなす

ために汗をかくことが多く，そのために髪を短く

しているレスラーが多い。例えば，1995 年（平成 

 7 年）に発行された『女子プロレスグランプリ』

（ソニー・マガジンズ）の vol.5 では，「平成 6 年

組」（p.67-p.71）というタイトルで，1994 年に各

女子プロレス団体に入団した新人レスラーたちを

特集している。この特集の中で，他の団体に所属

したことがない，純粋に新人と言える 11 人のうち，

髪の毛の長さが肩よりも長いのは，全女に入団し

た田村欣子のみであった。 

 次に，レスラーの語りによると，身体の性が女

性の人が，短い髪と楽な格好を表示すると，その

人間をジェンダー分類の男性と認識する人がいる

ことがわかる。例えば，黒田あやは，街でよく「お

兄さん」と呼ばれることがあったという。それは

彼女の身体に筋肉がついているなど，男性と認識

される身体を持っていたからではなく，服装がＴ

シャツとジーパンで，髪が短く，ときどき刈り上

げにしていたので，男性に間違われたと語ってい

る。 

 男に間違えられる三番目の特徴の大きな体には，

広い背中，高い身長，横幅があることなどが含ま

れる。飛石は，自分が男に間違えられるのは，外

見と身体的特徴のためだと語る。自分は，髪もあ

まり長くないし，体も結構大きいし，「こんな広い

背中した女いない」ので，多分男と思われている

と語る。 

 

男性に間違えられたときの反応 

 飛石は，自分が男性に見られていると感じ，気

まずい思いをしたことがある。ある日，駅で女性

専用車両に乗っていると，他の女性たちが自分を

男性だと思って「すごい（ママ）みんなジロジロ

見て」いた。そこに，たまたま女性専用車両なの

に乗り込んでくる男性たちがいた。すると，駅員

がその男性たちに，この車両は女性専用だから降

りてくださいと声をかけ，男性たちは慌てて降り

ていった。その間，飛石は「もちろん女ですから， 

こう下向いて，こう何かやって」降りないでいた。 

駅員は飛石に声をかけずに去っていった。そこで，

彼女は安心する。「ああ，みんな周りは分かったろ

うな，これでと思って。（私は女ですと）暗黙の了

解させるんですよ，周りに（笑い）。どうみたいな」

と語る。 

 北村はタッグを組んでいたレスラーとある時，

綺麗なドレスを着て，六本木を歩いていた。男の

キャッチセールが後ろから「きれいなおかま」と

声をかけてきたので，すぐ振り返って，「女だよ」

と抗議すると，キャッチセールスが驚いて「うわ

○○（タッグチームの名前が入る）だっ」と言っ

た。「おかま」は女装した男性を指す用語である。

つまり，この男性は，北村を男性で女性の格好を

している人と認識したのだ。 

 男性と間違えられて，特に不快な思いをするの

は，彼女たちが街の女子トイレに入ろうとする時

である。三原幸を除く 7 人が女子トイレでの経験

を語っている。7 人の中で，男性に間違えられて

最も恥ずかしい気持ちを持っていたのが，飛石

だった。駐車場のトイレに入ろうとすると，「なん

か止められたりとかすることもあるし（笑い）。あ

と，そうですね。変な顔して見られたりとか」が

ある。一度，カラオケボックスの女子トイレに入

ろうとしたら，「兄ちゃん，そこ違うよって男の人

から言われたんですよ（笑い）」と語る。しかし，

その男性の言葉を無視してそのまま入っていった。

男性に間違えられたときは，「恥ずかしくな」る。

あんまり自分を男だと言わないでと思う。自ら「自

分は女です」と言うのも恥ずかしいので，何か言

われても無視するようにしている。 

 坂本も，女子トイレに普通に入ったら，「あれ，

男の子向こうだよーってゆわれたときはすごい

（ママ）嫌な」気持ちだった。また，女子トイレ

で順番を待っているとき，他の女性に上から下ま

で見られたりすることがある。しかし，出て行け
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と言われたことはない。また，他の女性がトイレ

にいる自分を見て，間違って男性トイレに入った

のかと思い，無言で出ていって，トイレの表示を

確認して，また入ってくることがある。そして，

坂本を女なのか男なのか疑問に思って見ているこ

とがある。しかし，そういうことはよくあるので，

もう慣れてしまって，気にしないようにしている

と語る。 

 気にしないようにしても，女子トイレを使うた

びに，他人を惑わせたり，じろじろ見られたり，

トイレを間違えていると指摘されるのはストレス

になる。北山は新人の頃，女子トイレでのそのよ

うな経験が煩わしくなり，どうせ女子トイレは男

子トイレに比べて混んでいるので，男子トイレを

使うようにしていたという。新人の頃，男性に間

違えられていたのは，髪が短くかつ刈り上げてい

て，体も大きく，背も高かったからだと思ってい

る。北山の場合も，女子トイレに並んでいると，

他の女性たちから不審な目で見られることはあっ

た。しかし，北山は胸が豊かだったので，他の女

性たちはその胸を発見し，最終的に北山を女性と

判断し，彼女に注意するようなことはなかったと

北山は考えている。 

 以上のレスラーたちは，自分の外見から他人が

自分の性別を間違えるのは当然なので，それにど

う対処するかということが語りの中心だった。対

照的に，倉田だけは，自分の性別を間違える他人

への反発を語った。他のレスラーと一緒のときに，

男性に間違えられると気にならないが，ひとりの

時に，「公衆トイレとかで，おっきい声で，ここ違

うわよっておばさんにおっきい声で怒鳴られたり

とかすると，すっごい恥ずかしい」。おばさんには，

「ばばあー，てめーとか思う」し，他の女性にみ

られて「ちょーいやだ」。でも，それで引き下がら

ない。「女です」と行ってトイレを使うと語った。 

 最後に，レスラーの語りの中で，利益とも不利

益とも言えない変化があった。 

4-7 化粧をしなくなった 

 レスラーになってからの変化として，ふたりの

レスラーが化粧をしなくなったことを挙げている。 

 神川は高校時代，過剰なほど化粧をしていたの

が，レスラーになってからだんだん化粧をしなく

なったと語る。また流行などを気にしなくなって

しまった。団体に入った頃は，「道場に行くときに

まゆ毛とかも描いてた」。それはもともと眉毛がな

かったからである。しかし，練習している間に汗

で眉毛が取れてしまう。それでも暫くは眉毛を描

いて練習に参加していたが，「やっぱり練習が厳し

くなっていくと，そんなこととかしてられなく

なって，今じゃ全然」しなくなってしまった。道

場を行き来するときに，化粧をしていない姿を自

分がレスラーだと知っているだれかに「見られて

るってゆったら見られてるんだろうけど，ちょっ

とそういうとこは大ざっぱ」になってしまってい

る。インタビューの時も，素顔だった。 

 香坂も高校時代は，友達の影響もあり，好奇心

もあって化粧を楽しんでいた。しかし，プロレス

団体に入団し，練習以外はひとりで行動すること

が多くなり，彼女の「面倒くさがり屋」の性格か

ら，化粧を積極的にやろうとしなくなった。特に

デビュー前までは練習に明け暮れ，化粧をする必

要のない環境だったこともあり，化粧をすること

から遠のいてしまった。現在も，道場に行くこと

が多く，その場合は練習して帰ってくるだけなの

で，普段は化粧をしていない。実際，インタビュー

の時も，化粧はしていなかった。 

5. 考 察 

5-1 先行研究との比較 

 レスラーたちの語りから浮かび上がった，プロ

レスの経験による利益と不利益を先行研究と比較

してみよう。第一に，レスラーたちも先行研究で

指摘されているような現実的利益―すなわち重た

い物を人の助けを借りず自分で動かすことができ

る―を身体的力との関係で言及していた。さらに， 

レスラーたちは重たい物を自在に操ることで，自

分に身体的強さがあると認識していた。この点は，

Blinde et al.（1993）が研究した女性競技者も指摘

している。さらに，身体的強さではなく，精神的

強さを得たと語るレスラー，また両方の強さを得
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たと語るレスラーもいた。Blinde et al.（1993）が

研究した女性競技者も，自分自身を有能だとみな

しており，その中の一要素として，スポーツ以外

の困難な状況を統制できるという認識が含まれて

いるので，彼女たちも精神的な強さを得ていると

思われる。 

 Dowrkin（2003）は，街頭で暴力に遭遇しても，

そこから逃げられるという自信をあげていた。同

様の傾向がレスラーにも認められた。闘う技能の

獲得によって身体的受動性を変容させたレスラー

もいた。そのため，身体的受動性をプロレスラー

になってから変容させた者の内，一部のレスラー

たちが，痴漢や男性からの暴力に遭遇したことは

ないが，闘う技能の獲得によって，暴力に遭遇し

た場合に対抗できるという自信を獲得していた。 

 一方，先行研究で言及されていない利益―すな

わち礼儀正しさと人への思いやり―をレスラーた

ちは得ていた。それは彼女たちが，プロレスその

ものを行うことからではなく，プロレス団体とい

う特有の組織に身を置いたことによって生じてい

る。また厳しい先輩との序列的な関係から，礼儀

正しさと人への思いやりを得るレスラーがいる一

方で，飛石，桜井，松原，北山はその関係に耐え

ることから，精神的な強さを得ていた。 

 プロレスから得ている利益については，次のよ

うな批判も予想される。すなわち，25 名のレスラー 

をインタビューしたにも関わらず，礼儀正しさを

得たレスラーは 6 名，精神的強さを得たレスラー

は 6 名など，それぞれのカテゴリーごとの利益を

得たと答えているレスラーは過半数に達していな

い。これでは，プロレスから多くのレスラーが利

益を得ていると結論づけられないという批判も想

定できる。しかし，少なくとも一種類の利益を得

たと回答しているレスラーは，25 名の内，20 名に

上っている。一方で，不利益のみを語ったレスラー

はいなかったので，この点において，レスラーは

プロレスから不利益よりも利益を得ていると結論

づけることができる。 

 先行研究が指摘した身体活動によって生じる不

利益のほとんどは，レスラーによっては指摘され

なかった。プロレスをやっているとレズビアン（女

性同性愛者）だと決めつけられる，ということを

語るレスラーはいなかった。この理由はそもそも，

女性の同性愛が非常に不可視なものになっている

からである（掛札 1992）。これは，日本社会が女

性の同性愛の考えや実践を認めているからではな

く，むしろ女性は自分の性的な欲求を認識でき  

ず，そのセクシュアリティは男性によって最終的

に決定されるという強い信念の上に，女性の同性

愛が無にされているからである（掛札 1992；竹村 

1997）。 

 また，プロレスに参加するために時間や金銭が

かかることを語るレスラーもいなかった。レス

ラーのほとんどが未婚者であるということもあり，

Migliaccio and Berg（2007）の女性競技者が指摘し

た，家族責任とスポーツの両立の難しさを指摘す

るレスラーはいなかった。また，他人から特定の

スポーツをやっていることに対して，否定的なコ

メントをされることについては，少数のレスラー

が，他人からプロレスをやっていることに関して

否定的なコメントされることを，別な質問に対応

して語っている。しかしこの点は，レスラーになっ

てからの変化に結びつけて語られていない。した

がって，Migliaccio and Berg（2007）の女性競技者

と同じように，レスラーも，この点をプロレスラー

になったことの不利益として指摘しているとは解

釈できない。 

 レスラーになってからの様々な変化の中で，利

益にも不利益にも当てはまらないものが，化粧を

しなくなったという点である。この点は，先行研

究では言及されていない。 

5-2 エンパワーメントとしての身体的強さの獲得 

 プロレスを通じて身体的強さを獲得したレス

ラーたちとは対照的に，現代日本の多くの女性は

身体的強さやそれに基づく自信を獲得していない。

その傾向は，十代の少女の頃に始まり，思春期に

強まり，成人の女性に引き継がれていくと考えら

れている。その理由を，身体的強さを身につける

手段の一つとしてスポーツへの参加において考察

してみよう。 

 まず，中学校の部活動への参加割合は，男子が
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約 62％，女子が約 55％と男子の方が大きいもの

の，小学校の時に比べると，男女とも急増してい

る（井谷 2004）。しかし，高校に入ると，女子に

著しい運動部活動離れが起きていることが指摘さ

れている（井谷 2004）。 

 この事象を生み出す社会的構造について，日本

社会に関する研究は乏しいので，アメリカでの研

究を活用しながら説明していく。スポーツ参加が

ジェンダー化されているのは，多くの少年にとっ

て，スポーツでの能力は彼らの社会的地位の決定

において重要な要素となっているが，少女にとっ

ては，身体的魅力が彼女らの社会的地位を決定す

る傾向にあるからである（Adler et al. 1992; Canaan 

1987）。少女たちが獲得すべき身体的魅力は特定の 

形態をしている。それは非常に痩せていて，引き

締まって，非の打ちどころがなく，完全に均整の

とれた身体である（Duncan 1997）。少女たちは思

春期の遥か前から，様々な大衆的なメディアから，

そのような理想の女性身体を学んでいる（Duncan 

2007）。したがって，少女たちは，理想の女性身体

とは異なる身体を生み出すようなスポーツには参

加したがらなくなる（Duncan 2007）。例えば，レ

スラーたちが指摘していたような，重たい物が持

てるような筋力が身に着くスポーツに参加すると，

理想の女性身体から逸脱してしまうので，その種

のスポーツには参加しない。その結果，重たい物

が持てることを通じて獲得できる自信をも得るこ

とができなくなる。 

 このように，女性が身体的強さを身につけるこ

とが阻害されている現状の中で，身体的強さを獲

得したレスラーたちは，「エンパワーメント」した

と言うことができる。「エンパワーメント」の概念

は，発展途上にあり，分野によっても定義が異な

り，さらに多様な定義の間の整合性がないことが

指摘されている（久木田 1998；佐藤 2005）。しか

し，久保田（2005）は，先行研究から少なくとも

幾つかの「エンパワーメント」概念の特性がある

と主張している。第一に，「「エンパワーメント」

とは，何らかの理由で本来持っている力を充分に

発揮できない人々を対象に「力を付ける」過程を

さす」（久保田 2005：27）。筆者は，この「本来持っ

ている力」を「潜在能力」と呼ぶ。第二に，エン

パワーメントによって「付ける力は，権力ではな

く，自信など自らの能力を発揮できる力をさす」

（久保田 2005：27）。最後に，エンパワーメント

の過程には，心理，社会，政治，経済的要素が含

まれ，最終的には社会変革を志向している（久保

田 2005）。したがって，エンパワーメントをする

ことは，単純に，強くなることを意味しない。 

 現代日本社会では，多くの女性が自らの身体的

強さという「潜在能力」を発揮していない状態に

あり，その中で，レスラーたちはプロレスをする

ことで，多くの女性が獲得できていない「潜在能

力」としての身体的強さを獲得しているので，そ

の意味で「エンパワーメントし」たと解釈するこ

とができる。 

5-3 男性に間違えられることの利益と不利益 

 身体活動とジェンダーの領域における先行研究

では，女性競技者たちが男性に間違えられること

で経験する利益や不利益については指摘されてい

なかった。 

 本研究のレスラーたちは，意識的な選択として， 

敢えて男性に間違えられるような外見を獲得した

わけではない。レスラーを目指した結果，図らず

も男性に間違えられる身体を獲得してしまったの

である（6）。したがって，男性に間違えられること

が彼女たちに利益を与えるという認識を語るレス

ラーはいなかった。ただ，自分が他人から男に思

われているので，夜道で襲われることはないと語

るレスラー（三原）がいた。この場合も，レスラー

になったことの思わぬ副産物として，このような

事態が起こったというニュアンスで語られていた。

レスラーたちは，男性に間違えられることの利益

をほとんど意識していないので，むしろ男性に間

違えられることをどちらかというと煩わしいこと，

否定的なこととして捉えていた。 

5-4 女として認めてほしいという認識とジェン

ダーの規範 

 日本では，かわいい服を着ることが女らしさの

表現の一つになっている。そして，一部のレスラー
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はその影響を受けていた。しかし，かわいい服が

着られなくなったことを，大きな不利益だと捉え

ているレスラーは市川だけだった。松原のように， 

今は着られないが，レスラーを辞めたら着られる

ので問題ないと言っているように，今はレスラー

であることを優先しているので，かわいい服を着

ることを棚上げして，深刻に考えていない。かわ

いい服を着ることに執着せず，男物の服やジャー

ジを着ることで，かわいい服が着られない問題を

解決していた。 

 一方で，身体が大きくなってかわいい服が自分

の身体に合わなくなっても，かわいい服への関心

が消えないということは，かわいい服を着て自分

の女らしさを表現したいという気持ちを持ちつづ

けているということである。これは，男に間違え

られて不快に思うレスラーの気持ちと繋がってい

る。つまり，男に間違えられて不快に思うレスラー

は，自分は女性であるというジェンダー・アイデ

ンティティ（自分の性を女あるいは男あるいは他

の存在としてとらえる，「自分の性に関するアイデ

ンティティ」（中村 2005：58））を持っているので，

どんな格好をしていようとも，自分を女性として

認めてほしいという気持ちを持っているのである。 

 日本社会における身体の性とジェンダー・アイ

デンティティに関する規範の一つは，身体の性と

ジェンダー・アイデンティティとジェンダーの手

がかり（gender clues）が一致しなければならない

というものである。ジェンダーの手がかりとは，

ある人間が特定のジェンダー分類に所属すること

を示唆する手がかりを意味し，「身体的特徴，行動

様式，パーソナリティの傾向」（Devor 1989：147）

が含まれる。自分を女性として認めてほしいとい

う気持ちを持ちながらも，男性に間違えられるレ

スラーたちは，女性であるということを他人に認

識させるジェンダーの手がかりを示していないた

め，図らずも男性に間違えられている。したがっ

て，彼女たちは意識的ではないが，結果的に，身

体の性が女性ならば，女であるということを表示

するような服装や髪形，体型を示さなければなら

ない，というジェンダーの規範に対抗しているこ

とになる。 

6. 結 論 

 レスラーたちは，プロレスをする身体を獲得し

たことで，図らずも男性に間違えられるように

なったり，かわいい服が着られなくなるという不

利益を経験していた。しかし，その不利益を深刻

に受け止めるレスラーは非常に少数であった。一

方で，プロレス団体に所属することによって礼儀

正しさや人への思いやりを，プロレス団体への所

属とプロレスをすることで身体的かつ（あるいは）

精神的強さを得ていた。さらに，プロレスによっ

て闘う技能を獲得したことにより，身体的受動性

を変容させていた（合場 2008）。特に，レスラー

たちはプロレスをすることで，多くの女性が獲得

できていない潜在能力としての身体的強さを獲得

し，エンパワーメントしていた。 

 スポーツを含む身体活動が，それに参加する女

性の日常生活や人生にどのような影響を及ぼすの

かについての日本社会における考察を，本稿が最

初に行った。今後は，参加する身体活動の種類に

よっても，女性競技者が得る利益や不利益は変化

する可能性があるので，幅広い身体活動の領域で

の同種の研究が必要である。 

 ジェンダー・アイデンティティとジェンダーの

手かがりとしての身体的特徴との関係では，男性

に間違えられるレスラーたちは，女であるという

ことを表示するような服装や髪形，体型を示さな

ければならないという日本社会のジェンダーの規

範に，意識的ではないが対抗していた。この点は

今後のジェンダー研究に新しい視点を提供するも

のである。なぜなら，一見，ジェンダーの規範に

適合的に見える男女でも，本稿の女子プロレス

ラーのように，ジェンダー規範を脅かす行動を

取っている可能性があるからである。本稿では，

身体の性とジェンダー・アイデンティティが一致

している女子レスラーに焦点を当てたが，身体の

性とジェンダー・アイデンティティが一致してい

る男性についても，ジェンダーの規範を脅かす行

動をしているのか否かについて研究する価値があ

る。 
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 本研究は，平成 15 年～平成 16 年度科学研究費補助金

基盤研究（c）（2)「変容する身体とジェンダー：日本の

女子プロレスラーの考察」（研究代表者 合場敬子）及

び，2003～2005 年明治学院大学国際学部付属研究所支 

援研究プロジェクト「前近代と近代社会におけるジェン

ダー・身体・セクシュアリティの考察」（研究代表者 合

場敬子）により実施した。 

 

 

注 
 
（1） 筆者もこの点については，合場（2007）で考察して

いる。 

（2） 筆者は多様な視点から女子プロレスラーの身体と

ジェンダーの関係を考察している。本稿はその研究プ

ロジェクトの一部であるため，必ずしも本稿に関係の

ない，多様な質問を女子プロレスラーに行った。 

（3） 対抗戦とは，当時存在した 4 つの女子プロレス団体，

全日本女子プロレス，JWP，LLPW，FMW の女子部

（FMW は男子の団体だったが，女子部に複数の女子

レスラーが所属していた）によって 1992 年 9 月以降

行われるようになった，団体の枠を越えたプロレス興

行のことである（亀井 2000）。開始されたのは 1992 

年であったが，大規模な会場で試合が行われ，女子プ

ロレス人気が盛り上がった時期は，1993 年から 1994

年である（『Lady's 週刊ゴング』2003 年 5 月 14 日）。

本稿は対抗戦の時期を，この 2 年間としている。この

対抗戦の時代以降，入団する新人の数や所属レスラー

の数が少なくなり，キャリアがあるレスラーでも，新

人と共に団体運営のために仕事をしなければならな

くなった。これにより，団体内の序列的な関係はそれ

以前よりは少し緩んでいる。 

（4） フィールド・ノートの日付を記すと，どの試合なの

かが特定され，それによって，三原と根津がだれかが

特定される危険があるので，敢えてここでは記さない。 

（5） もちろん，自分の体型に合わせた注文服を作る方法

もあるが，レスラーたちはこの方法にほとんど言及し

なかった。 

（6） 筋肉がついた身体に魅せられたレスラーも存在し

た。例えば，プロテスト前の練習の過程で，筋肉を一

つつけると，他にもつけようとして「自分がナルシス

トになっていくのが分かった」と雪下は語っている。

しかし，彼女が憧れたのはボディビルダーのような筋

肉だけの脂肪がついていない身体であり，それは筋肉

と脂肪がついているレスラーの身体とは異なる。また，

レスラーになる動機として，レスラーのような身体を

獲得したかったからという理由を挙げているレス

ラーはいなかった。 
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